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研究成果の概要（和文）：　我々が開発した、考古学・考古科学・民族考古学的観点を統合した多角的アプロー
チによる“土器製作者個人の高確度同定法”について、本研究では、方法の更なる完成と応用分野の開拓という
困難な課題に取り組んだ。その結果、諸手法が洗練され、これまで同定が困難だった対象でも成功するととも
に、幅広い対象に適用できるようになった。また、本研究の遂行を通じて、意外な考古学的発見があったこと、
個人同定や関係する諸方法に関して研究者間での理解が深まり適用例が増加したことなど、多岐にわたる成果が
得られた。

研究成果の概要（英文）：We previously developed a method for "high-accuracy identification of 
individual potters" using a multifaceted approach that combined perspectives from archaeology, 
archaeological science, and ethnoarchaeology. In this study, we tried to further refine the method 
and explore its application to wider fields. As a result, various techniques were refined, and the 
method's application was successfully broadened to cover a wider range of objects, including objects
 that were previously difficult to identify. Furthermore, during the course of this study, diverse 
outcomes were obtained, including unexpected archaeological findings as well as wider applications, 
owing to increased understanding among researchers about the method of individual identification and
 associated methods.

研究分野： 考古学、考古科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　土器製作者の実証的な個人同定の方法論を大きく進展させた。これにより製作工程や製作場面あるいは製作者
の動作などのリアルな復元に役立つことに加え、もっぱら集団を対象としてきた考古学から、集団を構成する
個々人を実証的に扱える考古学へという学術的展開が促進できる可能性が高まった。応用展開として、中世初期
の中国南宋の瓦から搬入されたことを実証するなど様々な成果も得られた。三次元計測とその応用法の普及をは
じめ、考古学における科学的分析や実験、民族考古学的知見の応用などの促進・普及にも寄与できたと考える。
人と物質文化の間の本質的関係を考えるうえで有効な視点も得られ、関連諸科学に寄与できる成果も得られた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
土器を中心に考古遺物で同一製作者個人の作品を高確度で同定することについて、その必要性

への理解や確固たる方法論の開発が遅れていた。また、欧米で考古学に「個人」を組み込む動向があ
る中、実証面については日本を含めて不十分であり、進展させることが重要とみられた。研究代表者
は本研究課題に先立って科研費で高確度同定法の方法論開発に取り組み、考古学・考古科学・民族
考古学的観点を統合した多角的アプローチによる“土器製作者個人の高確度同定法”を開発し、成果
を上げるに至った。条件が揃った資料に限定されるという「常識」を打破するための方法論的な確立の
目途が立ち、一連の研究を通じて広く関連諸科学に寄与できる手ごたえをつかんだ。これを継承して
方法論のさらなる確立・洗練や、十分とは言えない考古科学や民族考古学的観点を含む考古学自体
の発展、考古学から関連諸科学への寄与なども目指すこととした。 
 
２．研究の目的 
研究代表者らが考古科学的手法等を駆使しつつ開拓・発展させた、多角的アプローチによる“土器

製作者の高確度個人同定法”に関して、大きく発展させることを目的とした。すなわち、方法の完成度
を飛躍的に高め汎用化と洗練を図る、さらに実践的に広く実資料に適用し同一個人の作品と推定でき
る資料を見出す、それを通じて考古学的に高次で重要な問題の解明を実践し意義を示すことで我が
国に個人を基礎とする実証研究分野を起こすこと、個人同定について国際的に研究をリードすることも
目標とした。加えて、方法論やミクロレベルの観察視点の普及、土器と製作者の相互作用などの観点、
考古学や考古科学はもとより関連諸科学に寄与しうる知見など、方法や理論面への幅広い展開を模
索した。 
 
３．研究の方法 
高確度個人同定法の確度を増し洗練させるため、同方法に含まれる詳細観察の精度を高めるととも

に、高解像度断面スキャン法・微細痕跡の 3D マッチング法・蛍光 X 線分析等の実験研究を進め、実
資料に適用した。土器と製作者の観点から製作具・工具痕・身体技法の間の関係の把握などを目指し、
実験や民族調査、民族資料の分析などを行い、データを解析した。本研究の視点と手法の幅広い応
用から研究の展開の可能性を探索し、考古学に新たな視点をもたらすため、また方法を普及させるた
め様々な機会を捉えて積極的に理解と普及促進を図った。 
 
４．研究成果 
多角的アプローチによる“土器製作者個人の高確度同定法”の精緻化と方法の簡易化を含む方法

論について、全般的に成果が上がった。制約が多く同定が困難であった資料にも適用したが、弥生土
器のうち手がかりが少なく同定が難しい対象で同一製作者とみられる個体の抽出に成功し、同時製作
であることも示唆された。本研究の視点を用いて身体技法の復元や表面調整のタイミングの推定に役
立つ詳細情報を得たほか、個体間の製作順も推定でき、さらには工程ごとに連続交互製作をした可能
性も示唆されるなど、高度な問題解決に強力に役立つことが示された。土器の表面痕跡のうち回転押
捺の検討が残っていたが、縄文早期の押型文で同一原体の 3Dマッチングができることを確認した上、
原体を持ち替えるという想定外の身体技法なども復元できた。こうして諸手法を洗練し様々な対象に
適用可能とした。個人同定に関する方法論として日本はもとより世界的にもユニークな内容となった。 
個人同定法を応用した普及・展開の可能性についても、当初の予想を超える進展があった。中世初

期の中国系瓦について九州と中国寧波間での同笵関係を初めて確認し、寧波からの搬入を実証した。
これは国内外で大きく報道され、2017 Shanghai Archaeology Forum Awards Program - Research Award
にノミネートされるなど海外にもインパクトを与えた。また、弥生後期～古墳初期の特殊器台でも、個体
の類似性の判断、製作者の身体技法や製作姿勢、生産－流通システムの復元などの諸問題の解決
に役立つ成果を得た。文化史的にも考古学の方法論としても将来の展開の基盤となろう。収集した民
族考古学的データの分析も行い、製作者と道具の関係、製作時の動作とリズムの検討など他にない成
果を得た。本研究の視点や技術を縄文時代草創期の線刻礫にも適用し、従来にない情報と解釈を得
ることができた。このように、広く適用でき思いがけない成果が得られることが示された。人と物質文化
の間の本質的関係を考える有効な視点も得られ、関連諸科学に寄与できる成果も得られた。 
個別の手法でも、例えば土器の形態や微細痕跡の三次元形状取得について、専用機器なしに写

真の解析から3Dモデルを生成するSfM-MVSを集中的に検討し、この種の研究に必要な精度と解析条
件などを初めて確認できた。研究の遂行を通じて考古学における三次元計測の進展にも寄与した。 

本研究の当初と比べて、日本で個人同定や関係する諸方法への研究者間での理解が深まり、土器
製作者「個人」や、詳細観察に基づく復元等々に関する言及、本研究で開発・適用した方法の応用が
増えるなど、直接・間接の成果が出てきた。調査・実験等はできるだけ人に見てもらった。3Dデータの
幾何学的形態測定への拡張、CG や VR などの可能性についても専門家を含めて議論するとともに情
報やデータの提供も行った。『季刊考古学』140号（特集 3D技術と考古学）を、研究代表者が編集し本
研究の成果を多く収録した。また、シンポジウム「3D技術と考古学」、World Archaeological Congress
（WAC-8）をはじめ多数の発表等の活動を行い、しばしば高評価を得た。本研究を基礎とする「ひらめ
き☆ときめきサイエンス」の継続的実施や、公開研究会など様々な機会を捉えて体験や解説などを多
く実施した。以上、本研究課題が目指す普及の観点からも成果が上がった。 
理論的研究、民族考古学的研究、応用展開や普及・社会還元については研究協力者・平川ひろみ、

三次元計測とその応用技術などについては研究協力者・太郎良真妃の貢献が大きかった。 
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